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第1部
ダイバーシティ&インクルージョンを知る



ダイバーシティ&インクルージョン(D&I)

はじめに

この言葉を聞いたことはありますか?

一人ひとりがいきいきと暮らせる社会

を目指して、ダイバーシティ＆インクルージョンを学びましょう



ダイバーシティ(diversity)とは

最もシンプルな表現は のこと

日本語では と言われている

【人々の間の違い】
【多様性】



ダイバーシティ推進の前提 ＝一人ひとりが違うということ

出所:NPO法人GEWEL



インクルージョン(inclusion)とは

一人ひとりが異なる存在として受け入れられ、かつ全体を構成する

大切な一人としてその違いが活かされること

みんな同じ状態 多様性レベル1 多様性レベル2 多様性レベル3
(多様性を内包) (異なる個による力の発揮) (各々の個性を生かし相乗作用が生まれる)



みんな同じ

ひとつの考え方や形式に
集中すること

みんな同じが重要

マイノリティ(少数派)の
集団と見られる

非難される、排除される

人と違う=



多様性はあるが活かされていない

単に多様性という場合

優秀な人材を確保し、活かすことが重要な課題

異なる人が混在している状態

その人たちが活かされる状態

＝

＝



異なる個の力が発揮されている

互いを尊重し、個の力を発揮

個人がお互いを尊重することで生き生きとしている状態



多様性が活かされている

ダイバーシティ＆インクルージョン!
自律した多様な個による有機的な状態



D&Iが必要とされる理由

インクルージョンの力で、誰もが活躍の幅を広げられます。

社会には「違い」による差別や偏見が見え隠れしている



インクルージョンって、何をすればいいの?

多様な人が存在する
価値観、信念、優先順位などの違い

「緊張」や「対立」の発生

人は「自分を基準」で考える

「緊張」や「対立」を避けないこと

互いに話し合い、どう折り合うか
トレーニングが必要



第2部
ダイバーシティ&インクルージョンに関するデータ



ことばの認知度調査 ダイバーシティ

GEWEL「ダイバーシティ認知と理解に関する調査
（2019）」結果から抜粋（「多様性のある社会づくりのため
の基礎調査」港区男女平等参画センター リーブラ助成事業）

GEWEL「GEWELベンチマークサーベイ2010
ビジネスパーソンの働く意識調査」結果から抜粋

GEWEL「ダイバーシティ認知と理解に関する調査
（2021）」結果から抜粋



教育を受けた経験 14％ 取り組んだ経験 31％
ダイバーシティについて

GEWEL「ダイバーシティ認知と理解に関する調査（2021）」結果から抜粋



ジェンダー・ギャップ指数2021

内閣府男女共同参画局 令和3年5月号 https://www.gender.go.jp/public/kyodosankaku/2021/202105/202105_05.html



内閣府男女共同参画局 男女共同白書令和２年度版

階級別役職者に占める女性の割合の推移



第3部
私とダイバーシティ&インクルージョン



グループセッションの内容

１．一緒に働いたことがありますか?

２．私が安心できる場所をつくるにはどうすればいいですか?

３．これからの時代に期待することは?



おわりに・・・

V1



インクルージョンを実現する要素

自分がどうありたいかまずは を考える

グループ内でインクルージョンを実現する要素

①良さや魅力が
発揮できているか

②安心感と共に居場所が
あると感じられるか



わたしたちはそれぞれに違いがあります。

お互いの違いを認め合い、共に成⾧できる社会をつくるために、

わたしたちははどうすれば良いのでしょうか。

ダイバーシティ&インクルージョン

今日から新しい旅の始まりです。

を理解することは、その第一歩です。

(Diversity&Inclusion)

これからもGEWELと一緒に学び、実現することでより良い社会を

作りましょう。




